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冬冬冬冬のののの夜夜夜夜 門倉　さとし　作詩
神野　和博　作曲

１　雪の下で　けものたちは１　雪の下で　けものたちは１　雪の下で　けものたちは１　雪の下で　けものたちは
　　いまごろ　ねむっているのだろうか　　いまごろ　ねむっているのだろうか　　いまごろ　ねむっているのだろうか　　いまごろ　ねむっているのだろうか
　　傷をなめあい　だきあいながら　　傷をなめあい　だきあいながら　　傷をなめあい　だきあいながら　　傷をなめあい　だきあいながら

２　雪の下で　花たちは２　雪の下で　花たちは２　雪の下で　花たちは２　雪の下で　花たちは
　　しずかに　ねむっているのだろうか　　しずかに　ねむっているのだろうか　　しずかに　ねむっているのだろうか　　しずかに　ねむっているのだろうか
　　ふみつけられても　だまったままで　　ふみつけられても　だまったままで　　ふみつけられても　だまったままで　　ふみつけられても　だまったままで

３　風の中で　鳥たちは３　風の中で　鳥たちは３　風の中で　鳥たちは３　風の中で　鳥たちは
　　どんな　目をしているだろうか　　どんな　目をしているだろうか　　どんな　目をしているだろうか　　どんな　目をしているだろうか
　　ふぶきに打たれた　羽をかかえて　　ふぶきに打たれた　羽をかかえて　　ふぶきに打たれた　羽をかかえて　　ふぶきに打たれた　羽をかかえて

４　風の中で　裸の雲は４　風の中で　裸の雲は４　風の中で　裸の雲は４　風の中で　裸の雲は
　　だまって　さらしているのだろうか　　だまって　さらしているのだろうか　　だまって　さらしているのだろうか　　だまって　さらしているのだろうか
　　どんな背中を　夕日に焼いて　　どんな背中を　夕日に焼いて　　どんな背中を　夕日に焼いて　　どんな背中を　夕日に焼いて

５　こんな夜を　男たちは５　こんな夜を　男たちは５　こんな夜を　男たちは５　こんな夜を　男たちは
　　どうして　目ざめているのだろうか　　どうして　目ざめているのだろうか　　どうして　目ざめているのだろうか　　どうして　目ざめているのだろうか
　　地下鉄工事の　つめたい水が　　地下鉄工事の　つめたい水が　　地下鉄工事の　つめたい水が　　地下鉄工事の　つめたい水が
　　足の裏に　しみるのです　　足の裏に　しみるのです　　足の裏に　しみるのです　　足の裏に　しみるのです


